
為替週間展望＝ドル円は１５０円を挟んで方向性を探る動きか

　　　　　　　　　　［１０月２０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 13 日～ 10 月 17 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  151.65   152.61(14)    149.41(17)    149.42   -1.77

ユーロ・ドル  1.1613   1.1728(17)    1.1543(14)    1.1704   +0.0085

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    47,582.15     -506.65     日本10年債利回り   1.621   -0.067

ダウ平均株価    45,952.24     +472.64     米10年債利回り     3.975   -0.058

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２０日　ＮＺ第３四半期消費者物価指数

　　　　英１０月ライトムーブ住宅価格

　　　　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年、５年）

　　　　中国第３四半期ＧＤＰ、中国９月小売売上高、中国９月鉱工業生産指数

　　　　高田日銀審議委員講演

　　　　独９月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏８月経常収支

　　　　カナダ９月鉱工業製品価格

　　　　米９月景気先行指数

２１日　ＮＺ９月貿易収支

　　　　氷見野日銀副総裁講演

　　　　カナダ９月消費者物価指数

　　　　※臨時国会召集

２２日　日本９月貿易収支

　　　　英９月消費者物価指数、英９月小売物価指数、英９月生産者物価指数

２３日　カナダ８月小売売上高

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米９月中古住宅販売件数

２４日　日本９月消費者物価指数

　　　　日本８月景気動向指数改定値

　　　　英９月小売売上高

　　　　独１０月製造業ＰＭＩ速報値、独１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　英１０月製造業ＰＭＩ速報値、英１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　米９月消費者物価指数

　　　　米９月新築住宅販売件数

　　　　米１０月製造業ＰＭＩ速報値、米１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　米１０月ミシガン大学消費者信頼感指数　

　　　　米９月住宅着工・許可件数

※米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は上昇が続いてきたものの、高値警戒感の台頭と一段の円売

り圧力が交錯する中、１５５円接近では上値を抑えられ、１５０円付近では買いに支え

られやすい展開が見込まれる。こうした中、ドル円は１５０円台で方向性を探る動きに

なるとした。

　　　　

【ドル円は高値圏からの調整局面】
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　１０日にドル円は１５３円台前半までドル高円安が進んだものの、その後は大きく値

を崩すこととなった。公明党が自民党との連立政権からの離脱を表明しており、高市ト

レードを巻き戻す動きにつながり、やや円買いに傾いた。トランプ米大統領が「中国は

非常に敵対的になりつつある」と述べた上で、中国製品への関税の大幅引き上げを示唆

した。こうした対中強硬発言がドル売りにつながり、ドル円は１５１．１０台までドル

安円高が進んだ。

　　

　その後、トランプ米大統領が対中強硬姿勢をトーンダウンさせており、市場の雰囲気

は改善を見せた。ドル円は１３日には１５２円台前半まで戻りを見せた。ただ、１４日

には中国商務省は韓国の造船大手ハンファオーシャンの米国子会社５社に対する制裁を

発表したことで、米中関係悪化への警戒感が広がった。

　　

　１４日は米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエルＦＲＢの全米企業エコノミスト

協会（ＮＡＢＥ）での講演が行われた。ＦＲＢが数カ月以内にバランスシート縮小を停

止する可能性があることを示唆した。さらに労働市場の見通しは引き続き悪化している

との認識も示し、市場の想定よりもハト派との見方からややドル売りに傾いた。１５日

は日本の政局の不透明感や前日のパウエル議長の講演内容がハト派的であったことなど

から１５０．９０台までドル安円高が進んだ。

　　

　１６日は日銀の田村審議委員の「日本のインフレ率はかなり長い間目標を上回ってい

る」「利上げを判断するべき局面にきている、急激な利上げリスク回避が必要」と述べ

ている。日銀の追加利上げに前向きな発言であり、円買いの動きから１５０．５０台ま

でドル安円高が進行した。もっとも、その後は日経平均の大幅高などを受けて円売りに

傾き、ドル円は１５１円台半ばまで上昇した。この日の海外市場では、１０月のフィラ

デルフィア連銀景況指数が弱かったことや米地銀の信用不安もドルの重しとなって、１

５０．２０台まで下落した。１７日は引き続き上値の重い展開となり、１４９円台前半

まで下落する場面もみられた。

　　

【米消費者物価指数など経済指標の発表に注目】

　１７日時点で米政府機関の一部閉鎖は継続している。こうした中でも２４日に米９月

消費者物価指数の発表は行われる見通し。市場予想では、総合が前月比＋０．４％（前

回＋０．４％）、前年比＋３．１％（前回＋２．９％）、コアは前月比＋０．３％（前

回＋０．３％）、前年比＋３．１％（前回＋３．１％）となっている。一部で伸びが加

速するとみられている。市場の想定の範囲内なら影響は限定的とみられる。関税の影響

で予想を上振れるとドル買いに傾くとみられる。市場予想を下回った場合は、利下げ観

測の高まりからドルが売られやすくなりそうだ。

　　

　米政府機関の一部閉鎖が解除に向けて進展するのかも注目される。現時点では閉鎖が

続く可能性が高いとみられる。こうした中、民間部門の統計などにより、市場が上下に

振幅する可能性もあるとみられる。

　　

　また、公明党の連離脱以降続いている国内政局の不透明感が改善に向かうかどうかも

注目される。１０月１５日には、自民党の高市総裁と日本維新の会の吉村代表が党首会

談を行った。ここでは連立を視野に入れた政策協議を始めることで合意した。１６日に

は政策協議を始めている。政策には一部に隔たりがあると報じられているが、連立政権

樹立となれば、高市自民党総裁の首相就任の可能性が高まり、市場への影響が注目され

る。

　　

　国内政局の不透明感、米中対立の行方、米国での追加利下げの可能性などにより、ド

ル売り円買いの両面からドル円は軟調な動きを続けてきた。目先は１５０円を挟んで方

向性を探る動きになるとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１４８．００～１５

３．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、２０日に米９月景気先行指数、２２日に日本９

月貿易収支、２３日に米新規失業保険申請件数、米９月中古住宅販売件数、２４日に日

本９月消費者物価指数、日本８月景気動向指数改定値、米９月消費者物価指数、米９月

新築住宅販売件数、米１０月製造業ＰＭＩ速報値、米１０月サービス業ＰＭＩ速報値、

米１０月ミシガン大学消費者信頼感指数、米９月住宅着工・許可件数などがある。な

お、米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。



　　

【ユーロドルは堅調な推移か】

　ユーロドルは１４日に１．１５４０台まで下落した後は戻りを見せている。米中貿易

摩擦への警戒感や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利下げ期待などがドル売りと

なりやすく、フランスでの政局不透明感の後退などがユーロ買いにつながっている。ユ

ーロドルは戻り歩調で推移しており、５日移動平均線も回復してきたことで堅調な推移

が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１５００～１．１８５０ドル。

　　

　ポンドドルは１４日の英雇用統計で失業率が悪化したことなどからポンド売りの動き

となって１．３２４０台まで下落した。その後はドル売りの動きなどから、ポンドドル

も戻り歩調で推移した。１６日には１．３４台半ばまで上昇している。５日移動平均

線、２１日移動平均線を上抜いてきたことで、一段と上値を追う展開となりそうだ。ポ

ンドドルの目先の予想レンジは、１．３２５０～１．３６００ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標は、２０日にＮＺ第３四半期消費者物価指数、中国最優遇

貸出金利（ローンプライムレート　１年、５年）、中国第３四半期ＧＤＰ、中国９月小

売売上高、中国９月鉱工業生産指数、独９月生産者物価指数、ユーロ圏８月経常収支、

２１日にＮＺ９月貿易収支、カナダ９月消費者物価指数、２２日に英９月消費者物価指

数、英９月生産者物価指数、２４日に英９月小売売上高、独１０月製造業ＰＭＩ速報

値、独１０月サービス業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏

１０月サービス業ＰＭＩ速報値、英１０月製造業ＰＭＩ速報値、英１０月サービス業Ｐ

ＭＩ速報値などがある。
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